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導入

6.86.2 6.4
パリ協定第6条2項 パリ協定第6条4項 パリ協定第6条8項

しっくす・ぽいんと・とぅー しっくす・ぽいんと・ふぉー しっくす・ぽいんと・えぃと

緩和及び適応に関する行動を一層、野心的なものにし、
持続可能な開発及び環境十全性を促進するための自主的な協力
（炭素市場におけるクレジット取引のルールに関係）

パリ協定
6条の
目的

1～9項まであります
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パリ協定第6条と私たちの生活とのかかわり
カーボンオフセットを活用した商品・サービスの増加

（例）・カーボンオフセット旅行プラン
・クレジットを活用した製品（カーボンニュートラルLNG）

（例）・脱炭素技術を活用した海外での削減プロジェクトへの投資
・自然由来、または地域コミュニティを支援するプロジェクトへの支援

(特に後発開発途上国など）

（例）・クレジットの取引記録を追跡できる技術
・クレジットの情報をより詳細に説明するプラットフォームやウェブサイト

商品の「見える化」が今後、加速？気になったら購入商品をチェック！

１

海外プロジェクトへの投資促進２

新たなプラットフォームやブロックチェーン技術の登場３

商品ラベルの事例：「本商品は、生産時に排出する温室効果ガスを途上国で実施した環境に配慮した
プロジェクトを通じて得られたクレジットで相殺しています。」
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パリ協定第6条の全体像

国際的に移転したクレジット
の排出削減目標への活用
ガイダンス策定

CDM
移管予定

パリ協定
第6条4項

その他CORSIAで認められたスタンダード

略称：CDM（Clean Development Mechanism：
クリーン開発メカニズム）

6.2 6.4 6.8
新たな国連のクレジットメカ
ニズムのルール、モダリティ、
実施手続き

非市場アプローチ

市場アプローチ（クレジット） 非市場アプローチ

国際的に移転するクレジット活用ガイダンス（6.2)

国連メカニズム(6.4)

緩和、適応、資金、キャパビル等

非市場アプローチを通じた支援

略称：CORSIA（国際民間航空のためのカーボン・オフセット
および削減スキーム）
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パリ協定第6条のルール交渉

パリ協定
採択

パリ協定
6条の
交渉経緯

2020 202120192018201720162015
Covid19に
より延期COP21 COP22 COP23 COP24 COP25 COP26

合意
できず

合意
できず

パリ協定
6条ルールの
採択プロセス

提言SBSTA（サブスタ） CMA（シーエムエー）
英語略称 Subsidiary Body for Scientific and Technological Advice

和訳 科学上及び技術上の助言に関する補助機関会合

役割 CMAで採択するための、各種ルール案
の作成と提言

英語略称 Conference of the Parties serving as the meeting of the 
Parties to the Paris Agreement

和訳 パリ協定締約国会議

役割 パリ協定の実施に関するルールを採択

要請

パリ協定
ルールブック
（６条）

6.2

6.4

6.8

ガイダンス（相当調整や報告ルール等）

ワークプログラム（今後の作業計画など）

ルール・モダリティ・実施手続き
ルールブック
最後のピース
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閣僚級コンサルテーション
（1週目で決着がつかなかった議題など閣僚級で議論）

【政治レベルの論点】
適応への貢献、CDMの移管、6.4項の相当調整

COP26の6条交渉スケジュール（見込み）
開会

プレナリー
（10/31）

世界リーダーズ
サミット
（11/1-2）

バイデン大統領等
首脳級が集結

（新たな目標の発表等）

SBSTA（科学上及び技術上の助言に関する補助機関会合）
SBI（実施に関する補助機関会合）
（11月6日までに専門家でルールや技術的な論点について議論）

パリ協定第６条及びCDM関連会合で、合計20時間程度の交渉か。

ハイレベル
セグメント
（11/9-10）

大臣レベルが集結

（新たな目標の発表等）

閉会
プレナリー
（11/12）

延長？
（11/13 又は14？）

SBSTA/SBI
閉会

プレナリー？
（11/8）

専門家レベルの議論
をどこまで終了

できるか？

岸田首相 初外交？

2週目（11/8-11/12）

1週目（10/31-11/6）

略語 SBSTA（Subsidiary Body for Scientific and Technological Advice）、SBI（Subsidiary Body for Implementation）、CDM（Clean Development Mechanism）

コンタクトグループ
会合

（交渉全体概要を話す）

6条交渉官会合
（専門家レベル）

主席交渉官会合
（審議官級）

コンタクトグループ
会合

（技術レベル議論終了）

COP議題を
予定通り採択できるか
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排出削減量＝ITMOs（イトモス）

A国

パリ協定第6条2項って？

ITMOs：Internationally Transferred Mitigation Outcomes（国際的に移転された緩和成果）
略称：NDC（Nationally Determined Contribution：自国が決定する貢献）、JCM（Joint Crediting Mechanism：二国間クレジット制度）

ITMOs（Internationally Transferred Mitigation Outcomes：国際的に移転された緩和成果）

6条の参加国が、
獲得したクレジット（ITMOs）をNDCの目標達成に活用できるようにする仕組み。

B国

2016

2021 2030

運転開始

排出削減量
≠ITMOs

ITMOs（クレジット）の移転
（二重計上の防止）

プロジェクトで
CO2削減

技術・プロジェクトへの支援

ITMOsで
目標達成

ITMOsを排出削減に活用できるのは2021年以降
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二国間クレジット制度（JCM）おさらい

JCMとパリ協定第6条ビデオ

JCM
パートナー国

17カ国が参加脱炭素技術の導入・資金支援

JCMクレジット

プロジェクト数

200件以上

2030年までの削減量

1,920万トン

削減目標に活用
（企業にもクレジット配分）

プロジェクトの実施
を通じてCO2削減

類似制度

KliK（スイス）
略称：JCM（Joint Crediting Mechanism：二国間クレジット制度）。詳細は下記のウェブサイトを参考にしてください
（https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/index.html, https://gec.jp/jcm/jp/, https://www.jcm.go.jp/)

（現在のプロジェクト）

https://www.youtube.com/watch?v=Q3xIvTsk-y0
https://www.carbon-markets.go.jp/jcm/index.html
https://gec.jp/jcm/jp/
https://www.jcm.go.jp/
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パリ協定第6条2項の仕組み（イメージ）

クレジットの報告 クレジットの報告

6条専門家
レビュー

6条専門家
レビュー

クレジットの収益を
適応対策に支援？

6条データベースや中央計算報告プラットフォーム（CARP）の構築

A国 B国

ITMOs（クレジット）の移転
（二重計上の防止）

技術・プロジェクトへの支援

プロジェクトで
CO2削減

ITMOsで
目標達成

UNFCCC事務局

略称：UNFCCC（United Nations Framework Convention on Climate Change：国連気候変動枠組条約）
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COP26で決めること：6.2項

ITMOsの対象クレジットを明確化、また、参加
国に求める要求事項（インベントリ整備等）

ITMOsの定義や参加要件 相当調整の方法

ITMOsの報告のサイクル レビューの基本的な位置づけ

6条データベース 中央計算報告プラットフォーム（CARP）

報告様式の作成、6条専門家レビューの手続き、相
当調整の具体的な方法等

適応への支援 2022年以降の作業スケジュール

平均法やトラジェクトリー法（JCMは平均法検討）

初期報告、年次情報報告、定期報告（2年に一度） 報告された内容（獲得したクレジットの量やクレ
ジットを発行した制度等）を6条専門家がレビュー

各国が毎年報告する年次情報をとりまとめたもの 6条データベースや登録簿を含めたもの

6.2項の適応への支援の在り方
（義務的な課税か、自主的な支援か）
略称：CARP（Central Accounting Reporting Platform）
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政治レベルの議論：6.2項

ITMOsに対し、6.2項において
[2%・5%・X%分]を適応のために課税

国際的に移転するクレジット全てに
課税

6.2項では、SOPは適用されない。
6.4項のクレジットにのみ適用。

国連メカニズムのクレジットにのみ
課税

クレジット

1,000,000トン

SOP(Share of proceeds for adaptation)：適応費用

適応への支援を自主的とするか、義務的とするか主要論点

途上国の意見 先進国の意見VS

２％
クレジット
＝適応費用

20,000トン 適応支援へ

約236億円（2.08億米ドル）：CDMプロジェクトからの収益
約976億円（8.58億米ドル）：自主的な適応への拠出
UNFCCC事務局公表値（https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Art.%206%20_presentation%20ITEDs%20CDM%20transition.pdf）

https://unfccc.int/sites/default/files/resource/Art.%206%20_presentation%20ITEDs%20CDM%20transition.pdf
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日本にとっての6.2項

2019年の実際の排出量
（吸収量除く）

12.12億
トン

2030年の目標達成時の排出量

7.6億
トン

国内での削減に加えて、
JCMクレジットを活用

4.52億トン削減要

2021年9月3日発表 地球温暖化対策計画（案）
官民連携で2030年度までの累積で１億t-CO2程度の国際的な排出削減・吸収量を目指す。
我が国として獲得したクレジットを我が国のNDC達成のために適切にカウントする。

相当調整を適用し、二重計上を回避し、透明性のある方法でUNFCCCヘ報告すること。

出典：環境省HP（http://www.env.go.jp/press/109931.html）

http://www.env.go.jp/press/109931.html
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相当調整の適用とその影響

相当調整

相当調整

調整後のGHG
排出量

（2030年）
(7.9億t)

2030年の調整後のGHG排出量

1,000万 tを差し引く

クレジット
*(1億トン）

日本が仮にNDC実施期間の10年間で
JCMクレジットを1億トン獲得し、目標達成に活用を想定

パートナー国がJCM
クレジットを移転

パートナー国
（移転国）

2030年の実際の排出量

1,000万tを上乗せ

2030年の調整後のGHG排出量

2030年の実際の排出量

日本
（獲得国）

8億トン
JCMの場合（イメージ）

6.2項における相当調整（平均）

１

2

3

相当調整の方法を選択する必要有

累積獲得量(A)をNDC実施期間年数で割り
平均取得量（B)を算定

NDC実施期間中に使用されるITMOsの累積
獲得量（A)を算定

4 NDC目標年の排出量に(B)を相当調整する。

(A)

(B)
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6.2項で求められるクレジットの報告

あり

年次情報報告

獲得・移転・保有しているクレジットの情報を、定期的に報告し、透明性を高めることが求められる

タイミング 毎年

内容 クレジット(ITMOs)
情報

初期報告
タイミング 未定

内容 参加要件や
相当調整の方法

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年報告の種類

専門家
レビュー

定期報告
タイミング ２年に１度

内容 クレジット(ITMOs)
の補足情報

あり
専門家

レビュー
専門家

レビュー
専門家

レビュー
専門家

レビュー
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6.2項のまとめ
• 6.2項は、クレジットを削減目標に算定できるようにする仕組みであり、
各クレジット制度の優劣をつける仕組みではない

• 参加する国は、クレジットを獲得・移転した情報を定期的に報告

• 二重計上していないか、また、獲得したクレジットはSDGsや環境に配慮したものな
のか透明性の高い情報開示がもとめられる

• 相当調整の導入によって、参加する国は、クレジットの獲得・移転に伴う影響を考慮
し、今後の国内削減計画の検討が必要

• 相当調整の決定は、自主的炭素市場において、企業間のクレジット取引に影響を与え
る可能性。COP26決定後、各種スタンダードや各イニシアティブの動向や発表内容の
確認が必要



番外編
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6条あるある

体力のある交渉官が多い
（深夜まで皆元気）

議論が白熱すると、
話すスピードも加速！

炭素市場関係者の異動が多い
時は、何か始まりそうなとき。

略語・技術専門用語が多いけど、
新しい考え方を学ぶチャンス!!

It’s a small world
（関係者は知り合いの知り合い）

夜遅い交渉は
おやつを配る

CA
Art 6.2

CARP

Art 6.4 ER

NMA

TER

OMGE

SOP

CDM

CER

SB元UNFCCC職員 VERRA

元6条交渉官（星） 投資機関

元国際機関職員 民間企業

【異動事例】

一部交渉官は普段、違う組織に所
属（大学やコンサルタント等）Additionality

BAT BAU
元6条交渉官（英） Gold Standard
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交渉官になろう！交渉でよくつかわれる言葉

議事進行に問題あり!!

合意見送り

手短に（議長が良く使う）

合意

時間がない（交渉の最終局面でよく使う）

写真出典：https://enb.iisd.org/climate/cop18/enb/

【写真説明】
 COP18＠カタールにおいて、COP決定の合意直前に

ロシアによるポイント・オブ・オーダー。

 ロシアによるポイント・オブ・オーダーは議長によっ
て確認されず、そのまま合意。

 翌年の交渉で、一部交渉が1週間ストップしたことも。

It is so decided 

Point of Order

Rule of 16

To be brief

We have no time
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COP26開催に向けた新型コロナウィルス感染対策

Certificate

出発の72時間前にPCR検査
（陰性証明取得要）

ワクチン接種推奨（義務ではない） 毎日、各自で検査を実施
（陰性結果を会場入室時に提示）

社会的距離の徹底
（会場内は1m間隔で着席）

会場内マスク着用・消毒液設置
定期的に消毒作業

帰国後隔離
（日本：10日間）
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国連管理型のCDM（クリーン開発メカニズム）の後継メカニズム。
CDMメカニズム 新しいクレジットメカニズム

移管

登録CDMプロジェクト

7,849
発行済クレジット

約21億トン
※PoA除く ※PoA除く

COP26は、6.4項監督組織が速やかに運用
を開始できるように合意することが目標

略：CDM（Clean Development Mechanism）
6.4

パリ協定第6条4項って？
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6.4項の決定内容(案）

6.4項の定義に加え、CMAの役割、参加するホ
スト国に求められる要求事項

6.4項の定義や参加要件 6.4項の監督組織と事務局

6.4項メカニズムにおけるサイクル ベースラインや追加性の定義

適応のための課税的措置（SOP） 世界全体の排出削減（OMGE）

具体的なCDMの移管方法や、監督組織の運営、詳
細ルール作成等

CDMの移管、相当調整 2022年以降の作業スケジュール
プロジェクトとクレジットの移管、NDC対象
外のクレジットの一時的な相当調整の免除

詳細なルールメイキングにあと2-3年必要

方法論（保守性の考え方等）や追加性の原則

メンバー構成、機能や役割、監督組織を支える事務
局の設置

一定の割合でクレジットを取消（他に使用できない
ようにする）

登録、バリデーション、モニタリング、検証、発行
などのサイクルの基本的方針

SOPの徴収率の設定（2～5%）

※OMGE（Overall Mitigation in Global Emissions)
SOP（Share of proceeds）
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政治レベルの議論：CDMの移管

登録CDMプロジェクト

7,849
のうちクレジット期間が有効なプロジェクトは2,834件

2021 パリ協定の実施

登録CDMプロジェクト

？？？
移管

発行済みクレジット

約21億トン

移管可能なクレジットは？

？？？

6.4項で新規プロジェクトを形成
（新たなルールに従う）

 CDMクレジット移管に反対する国が最後どこ
まで粘るか。

 妥協案をブラジル・インド等の国が受け入れら
れるかどうか。

主要論点 これからプロジェクトに参加したい場合

クレジット発行のポテンシャル量*
約27億トン（2008-2012）
約7億 トン（2013-2020）

*UNFCCC事務局による推計値

*UNFCCC事務局による推計値

CDM理事会 6.4監督組織

2008 京都議定書第1約束期間・第2約束期間

後発開発途上国（LDC）グループ
「クレジット収益がないとやってい
けないプロジェクトを優先すべき。
大規模プロジェクトは移管すべきで
ない」

「適切な移管が行われないと
世界全体で約7.6億トンの
排出量が増加すると注意喚起」

出典：LDCの意見表明書
https://www.ldc-climate.org/wp-
content/uploads/2021/09/210603_Article-6-and-
CDM.pdf

https://www.ldc-climate.org/wp-content/uploads/2021/09/210603_Article-6-and-CDM.pdf
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6.4項のまとめ
• 6.4項のルールが採択された後、詳細なルールメイキングには少し時間がかかり、

本格的な運用開始は2024-2025年あたりか。
• 6.4項のクレジットは、早くて2025-2027年あたり？

• 6.4項が立ち上がった後、CDMや既存のルールを見直しつつ、パリ協定の下で、
新たな概念や方法論が検討される見込み。

• 柔軟な発想と、新たな変化に対応できる仕組みが必要

• 6.4項の新たな概念や方法論は、他の自主的炭素市場の制度設計にも影響を与える
ことになる可能性。

（自主的炭素市場の各種スタンダードは、CDMをベースとしている）
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COP26のシナリオとそれによる影響

• 6条の更なる詳細ルール作り、インフラ整備の開始
• 自主的炭素市場では、相当調整を踏まえた二重計上防止のためのルールの整備

シナリオ１ COP25議長テキストに近い合意（又は本当に必要なものだけ合意）

シナリオ2 抜け穴のある妥協案（特に6.4項の相当調整の一時的な免除）

• 6条に関して、急激に関心が薄れる可能性有。国連交渉における意思決定プロセスの限界。
• 民間ベースで取組が加速する可能性。自ら正しいと思う道を選ぶ時代か。

シナリオ3 合意ができなかった場合

• 合意の意味について、各国で解釈が異なる可能性。
• COP27以降、詳細ルール作成時に、より厳格なルールが作成される可能性有。

 今後、報告の準備、各国に対する
キャパシティビルディングが重要。

 特に6.4項の詳細ルールは2-3年。



29

ISAP2021の案内：6条の結果報告

ISAP2021（6条セッションページ）：https://isap.iges.or.jp/2021/jp/t3.html（登録ページは後日公開）
ISAP2021（全体参加登録ページ） ：https://isap.iges.or.jp/2021/jp/index.html

https://isap.iges.or.jp/2021/jp/t3.html
https://isap.iges.or.jp/2021/jp/index.html
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参考資料
（COP26についてもっと知りたい方のために）
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COP26関連情報

ウェブページリンク
https://www.iges.or.jp/jp/projects/cop26-basic-knowledge

ウェブページリンク
https://www.iges.or.jp/jp/projects/paris-agreement-article-6

COP26期間中のIGESの活動を発信！

IGESツイッターで情報
発信していきます！

@IGES_JP

ウェブページリンク
https://www.iges.or.jp/jp/projects/cop26

https://www.iges.or.jp/jp/projects/cop26-basic-knowledge
https://www.iges.or.jp/jp/projects/paris-agreement-article-6
https://www.iges.or.jp/jp/projects/cop26
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COP26関連の情報
英国政府 COP26ホームページ（https://ukcop26.org/）

• COP26の基礎情報を発信。ツイッター（＠COP26）やインスタグラムでも公式アカウン
トがあり、フォローしておくと最新情報を入手可。

• COP26議長が発表したプログラム
https://2nsbq1gn1rl23zol93eyrccj-wpengine.netdna-ssl.com/wp-content/uploads/2021/07/COP26-Presidency-
Programme.pdf

• COP26ニュースレターはこちらから登録可能
https://ukcop26.us18.list-manage.com/subscribe?u=853349155d1996d23915dd28c&id=d9f0981d61

英国政府ホームページ
（https://www.gov.uk/government/topical-events/cop26）

• 英国政府のCOP26に関する公式発表を速報で知りたい方におススメ。

• アロック・シャルマCOP26議長のツイッターアカウント
（@AlokSharma_RDG）のフォローもおススメ！

https://ukcop26.org/
https://2nsbq1gn1rl23zol93eyrccj-wpengine.netdna-ssl.com/wp-content/uploads/2021/07/COP26-Presidency-Programme.pdf
https://ukcop26.us18.list-manage.com/subscribe?u=853349155d1996d23915dd28c&id=d9f0981d61
https://www.gov.uk/government/topical-events/cop26
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COP26関連の情報
UNFCCC ホームページ（https://unfccc.int/）

（https://unfccc.int/process-and-meetings/conferences/glasgow-climate-change-conference）

• 国連気候変動枠組条約事務局として、COP26に関する公式情報を発信。
• COP26決定文、交渉テキスト、首脳級・閣僚級が発信するステートメントなどを入

手可能。
• また、開会プレナリーなど公開イベントのオンデマンドにアクセスすることが可能。
• UNFCCC事務局のツイッターアカウント（@UNFCCC）もぜひフォローを！

UNFCCC 公式イベント情報
（https://seors.unfccc.int/applications/seors/reports/events_list.html?session_id=COP26）

COP26 Greenゾーン イベント情報
（https://ukcop26.org/the-conference/green-zone-programme-of-events/）

GreenゾーンのイベントはYoutubeで視聴可能
（https://www.youtube.com/c/cop26）

https://unfccc.int/
https://unfccc.int/process-and-meetings/conferences/glasgow-climate-change-conference
https://seors.unfccc.int/applications/seors/reports/events_list.html?session_id=COP26
https://ukcop26.org/the-conference/green-zone-programme-of-events/
https://www.youtube.com/c/cop26


気候変動とエネルギー領域 / 副ディレクター

高橋健太郎

ご清聴ありがとうございました。
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